
文化人類学プログラム 

 
特色：文化人類学プログラムでは、異文化を理解する視点を身につけるとともに、人間を取り巻

く文化環境および自然環境に関する理解を深めることを目指しています。そのためには日

本と外国の両方に目を向けて、我々とは異なる習慣や考え方について学ぶとともに、多様

な環境のあり方について検討することが必要です。なお本プログラムでは、現地調査・フィ

ールドワークを重視しています。 

教育目標：文化人類学は、人類が誕生してから現代までの文化と社会を対象とする学問です。世

界中の人間たちがさまざまな環境において育んできた文化と社会を、宗教、儀礼、神話、王

権、観光、ジェンダー、環境変動、景観など多様な視点から学ぶことができます。授業では

日本・アジア・アフリカ・オセアニアなど世界各地の生活世界に関する具体的な事例を取り

上げて、人間の多様性と普遍性について学ぶとともに、異文化の理解のあり方について学習

することができます。アンデス文明論では、特に南米アンデス地帯で成立した古代社会に焦

点を当てて、アンデス文明の形成および展開について学ぶことができます。環境動態論では、

人類の生活を取り巻く自然環境を扱います。授業では、日本列島を主な対象地域として、自

然環境の成り立ちや自然環境と人間生活とのかかわりを中心に学びます。 

学べる領域：文化人類学、アンデス文明論、環境動態論 

 

文化人類学・アンデス文明論の特色 

① 学習の目標：現代社会においてきわめて重要な異文化を理解する視点を身につけるとともに、

人間の魅力と特色について考えましょう。そのためには、日本だけでなく、外国に目を向け

て、我々とは異なる習慣や考え方について学ぶことが必要です。 

② 卒論テーマ紹介：現代の日本および世界の諸民族の宗教・儀礼・神話など、古代アンデス文

明。具体例：「山形の妖怪」／「癒しと音楽」／「秋田のナマハゲ」／「吸血鬼と身体観」／

「語られるミイラ仏」／「韓国の仮面劇」／「治療祈願における身体の物質化」／「記紀神

話の構造」／「アイヌの口頭伝承」／「アマゾン・インディオの装身具」／「ナスカの地上

絵」／「地上絵の破壊と鉱山開発」／「アンデスの空間構造」など。 

③ 卒業生の進路：国家公務員、地方公務員、サービス業、マスコミ、教員、学芸員、大学院進

学など。 

④ 教員の研究分野： 

坂井 正人：文化人類学・アンデス考古学。現代社会（日本とアンデス）および古代アンデ

ス文明の考古遺跡（地上絵・王宮・神殿）を対象として、特に宗教・儀礼・神話・文字

に注目して研究してきました。具体的には日本の呪術と死者儀礼、ナスカの地上絵、イ

ンカ帝国、形成期神殿などに関する現地調査を実施してきました。 

松本 剛：文明の形成・発展・衰退のプロセスにおける宗教信仰や儀礼の重要性に関心を持

ち、これまでペルー海岸地帯にある祭祀遺跡で調査を行ってきました。近年は日本国内

でも文化人類学的なフィールドワークを実施しています（発酵文化研究や狩猟文化研究

など）。 

山本 睦：文化人類学、アンデス考古学。古代アンデス文明の形成過程について研究をして



います。とくに、神殿をめぐる諸活動と日常生活圏を超えた人々の交流が、どのように

当時の社会の変化と関連したのかに興味があります。また、考古学調査から切り離せな

い問題である文化遺産についても関心を持っています。 

荘司 一歩：文化人類学、考古学。アンデス文明史における古期と形成期を対象に人類の資

源利用と環境変動、モニュメントの関係について研究しています。変化を続けてきた地

球環境との相互作用の中で、人類がどのような選択をし、どのように社会を築き上げて

きたのかを、人類学・生態学・考古学・地球化学・古環境学などの多様な視点から検証

しています。また、技術・認知・記憶・物質・景観などの問題にも関心を持っています。 

⑤ その他：文化人類学プログラムは、山形大学のナスカ研究所（ペルー共和国）の活動と密接

な関係にあります。特にアンデス文明論に関心のある学生に対して、必要に応じて、ナスカ

研究所において学習の機会を提供する予定です。 

 

環境動態論の特色 

① 学習の目標：自然環境の現状や成り立ちを正しく理解することにより、人類が抱えるさま

ざまな環境問題を適切にとらえ対処するための視点を身につけることが最終的な目標で

す。 

② 卒論テーマ紹介：自然史（特に山形県や学生の出身地）、防災・減災（特に津波、土砂災害）、

環境評価（水質、気候を含む）など。具体例：「2011年東北地方太平洋沖地震津波の泥質堆

積物の特徴」／「宮城県蒲生干潟とその周辺における現生珪藻群集」など。 

③ 卒業生の進路：大学院進学、サービス業など。 

④ 教員の研究分野： 

酒井 恵祐：古環境学、環境考古学。花粉や有孔虫の化石を使った陸域・海域の過去の環境

を復元することを専門としています。アンデス地域（特にペルー）において、古環境復元と

考古学を融合した環境考古学的な視点から、花粉分析による古環境復元と人間活動や文明の

成立などとの関係を明らかにすることに関心を持っています。また、山形県など日本の古環

境にも興味があります。 

⑤ その他：主な調査手法は現地調査・フィールドワークですが、テーマによっては GIS や地図・

統計分析、各種実験等の室内作業が中心になる場合があります。上記に挙げたテーマ以外で

も自然環境に関するものであれば、学生の興味・関心に応じてテーマを相談・決定します。 



歴史学・地域アーカイブズ学プログラム 

①特色: 

歴史学・地域アーカイブズ学プログラムでは、歴史資料の読解やオーラルヒストリーなどを

通じて、様々な時代や地域の人々が、何を考え、何を作り上げてきたかを学びます。資料の

解釈をめぐって、皆で調べ、議論する中で、歴史的思考力や論理力を磨きます。 

②教育目標： 

・日本や世界の歴史について過去の研究成果を体系的に理解している。 

・歴史資料の読解力、地域アーカイブを後世に伝えるための実践力を持つ。 

・現代世界の諸事象とその背景について、通時的な視点から考察する姿勢が身についている。 

③学問領域：日本史、地域アーカイブズ学、アジア史（東洋史) 

④学習の目標： 

日本史、地域アーカイブズ学、アジア史（東洋史)に関して、古代から現代まで、自分の挑

戦したいテーマを設定して卒業論文を書きます。普段の授業では、それぞれの専門領域につい

て集中的に学ぶだけでなく、複数の領域にまたがって学ぶことができます。どの領域でも、日

本語の研究論文に加えて、原典史料や外国語文献を読むことを重視しています。さらに、実地

の見聞や調査も奨励しています。実践科目の積極的な活用によって、歴史像をより立体的に構

築できるようになります。 

また本プログラムは、現在の世界と日本が、歴史的にどのように形成されてきたのかを明ら

かにすることを目標とします。現代社会が抱えているさまざまな問題をとく鍵が、歴史の中に

潜んでいます。歴史を研究することで、現在や未来を見つめる目を養いましょう。 

⑤卒業生の進路  

国家公務員・地方公務員・教員（中学校・高校）・民間企業・大学院進学など。 

 

日本史の特色 

① 学習の目標： 

  日本史に関して、概論などの講義科目によって、古代から近現代までの体系的な知識を修得

することができます。また演習科目などにより、多様な歴史資料（六国史・古文書・日記など）

の読み方・扱い方を身につけることができます。こうして資料を使いこなし、自ら考えること

ができるようになることが、学習の大きな目標となります。そしてこうした力によって、新し

い史実を見出し、またよく知られている事柄についても新たな切り口から評価することなど

を目指し、卒業論文執筆へと進んでゆきます。 

② 卒論テーマ紹介： 

「日本古代における牧馬の利用目的の検討―日唐厩牧令の比較を通して―」「古代出羽国の北

方交流と秋田城」「立石寺による比叡山への法灯返還について」「桂園内閣期の貴族院―第一次

西園寺内閣下の三島弥太郎を中心に―」など。 

③ 教員の研究分野： 

佐藤真海…日本古代史。日本古代の寺院や僧侶集団について研究しています。 

石黒志保…日本中世史。歌論書と歴史書の関係について、言葉をテーマに研究しています。 

小幡圭祐…日本近現代史。日本のサーカスの“オットセイ”の研究をしています。 



地域アーカイブズ学の特色 

① 学習の目標： 

  地域アーカイブズ学は、未来にとっての「過去」＝現在の地域の貴重な記録・記憶（＝地域

アーカイブ）を後世に伝えるための方法を考える、これまでになかった新しい学問分野です。

講義では地域アーカイブを後世に継承するための基礎的知識や地域史の研究法を学びます。

演習ではオーラルヒストリー（聞き書き）など、地域アーカイブの収集・保存・整理・活用の

方法を実践しながら身につけます。地域アーカイブズ学で卒論を執筆する学生には、山形大学

の学生サークル「まちの記憶を残し隊」に入隊しての活動を推奨しています。また、地域アー

カイブズ学関連科目の履修によって、特定非営利活動法人日本デジタルアーキビスト資格認

定機構が認定する資格「準デジタルアーキビスト」「デジタルアーカイブクリエータ」を取得

することが可能です。 

② 卒論テーマ紹介： 

「戦後山形における料亭の機能について～オーラル・ヒストリーによる分析～」「戦後の山形

花柳界の実態について―聞き取りの分析から－」「継続的なデジタルアーカイブの資料収集と

若年層」「2024年 7月の日本銀行券の改刷とその影響─山形市のラーメン店を事例に─」など。 

③ 教員の研究分野： 

小幡圭祐…地域アーカイブの収集・保存・整理・活用の方法論を研究しています。 

 

アジア史（東洋史）の特色 

① 学習の目標： 

中国・内陸アジア（モンゴル）を中心に学びますが、卒業論文では、朝鮮や台湾・琉球など

の海域アジア、西アジアの歴史をテーマに選ぶこともできます。講義では、モンゴル遊牧社会

史・清朝史などをテーマに、東アジアの多様性と多元性について理解を深めます。演習では実

際の史料を扱い、皆で議論しながら時代状況や人々の心情を読み解きます。 

② 卒論テーマ紹介： 

「前漢武帝期の丞相」「清代における回民社会」「日本統治時代における台湾近代民族運動：林

献堂の政治思想を中心に」「東トルキスタンの諸勢力と明朝」「東西ユーラシアにおける轡の伝

播」「近代内モンゴルにおける天然痘対策」など。 

③ 教員の研究分野：  

中村篤志……北アジア史、特にモンゴル遊牧社会の歴史について研究しています。 

 



認知情報科学プログラム 

特色：認知情報科学プログラムでは，認知科学，情報科学，人間工学，行動科学，論理学などを

総合的に学び，人間特性（認知・身体的能力，個人・集団特性，行動，情報伝達能力など）

を理解し，人にやさしい社会や使いやすい道具などを探求します。実験，観察，調査を行い，

得られたデータについてコンピュータを用いて適切に分析し，論理的に考察することで，

問題解決につなげる力を身につけます。 認知情報科学プログラムは，認知情報科学という

1 つの学問領域として運営しています。学生の皆さんは，認知科学，情報科学，人間工学，

行動科学，論理学，哲学などの視点・手法を幅広く学びます。将来，人間特性とコンピュー

タの知識をもとに自分と異なる専門，異なる考え方をもつ他の人々と協力してさまざまな

問題の解決に取り組むための基礎を築いて欲しいと期待しています。 

教育目標：情報，人間，地域，社会を取り巻くさまざまな問題に関する幅広い関心・理解をふま

え，独自の問題意識を抱くことができる。問題解決のために，調査，実験，観察を立案・実

施し，得られたデータを適切に分析することができる。また，実習を通してプログラミング

（VBA，C，JavaScript，R 等）やデータ解析技術を身につけ，学習支援システムやユーザー

インターフェース評価システムを開発できる。 

学問領域：認知情報科学 

プログラム HP：https://yucis.net/ 

 

認知情報科学領域の特色 

① 学習の目標：演習も交えて情報科学に関する基礎的な技術・知識や人間の行動とその内的過

程を学ぶとともに，論理学を含む一般的な記号論を踏まえて，人間と情報および社会との関

わり合い等に関する研究を行います。情報科学に関する基礎的な技術・知識に関しては，情

報化社会と人間との関係，ヒューマンインタフェース（人間工学），データ解析，システム

開発に関して学びます。人間の行動とその内的過程に関しては，私たちがどのように五感へ

の刺激に反応し，外界を知覚し，どのように感じ，意思決定を行っているのか，また，他者

の存在や集団，文化が行動にどう影響するのかといったことを学びます。 

② 卒論テーマ紹介：人間特性に関するもの，人間と情報化社会，ヒューマンインタフェースな

どから学生の興味・関心に応じて自由に選びます。具体例：「大学生の SNS 利用における対

人ストレスの研究」／「缶コーヒーにおけるパッケージの色が消費者の視覚的注意と印象評

価に及ぼす影響」／「ランドマークが認知地図構築に及ぼす影響」／「オンラインコミュニ

ケーションの特徴と課題について」／「所作・視線・表情が印象形成，意思決定に及ぼす影

響」／「風景写真に対する親近性選好と新奇性選好の分離」／「声優の声質ステレオタイプ

について」／「⽅⾔による接客が購買意欲に及ぼす影響」／「注意の捕捉と注意の抑制が視

覚探索に及ぼす影響」／「ソーシャルゲームにおける課金行動の検討」／「聴覚刺激と視覚

刺激が時間評価に及ぼす影響」／「e-learning によるメンタルヘルスリテラシー教材の開

発」／「援助行動の情報探索過程に及ぼす気分の効果」／「 指示忘却による美味しさ評価 

の低下」／「写真撮影による記憶の促進」／「イメージによる恐怖条件づけの低減」／「予

期懐かしさと出来事の共有行動の関連」／「先延ばし傾向と未来思考の関連」など。 

 



③ 教員の研究分野： 

本多 薫：情報科学，人間工学に関する分野の中でも，人間と機械・環境とのヒューマン・

インタフェースや情報コミュニケーションに関する研究に取り組んでいます。例えば，人間

と機械との快適・安全な対話に関する研究，作業や環境が生体に与える負担・疲労を計るた

めの生体情報処理に関する研究，などです。 

詳しくは http://www-h.yamagata-u.ac.jp/~honda/ 

大杉 尚之：人と人，人と文化資源とのインタラクションに関する研究をしています。注

意・見落とし，対人コミュニケーション（会話，視線，表情，動作），人や文化資源（作品，

商品，化粧，CG・ゲーム・推し）に関する感性・魅力。 

詳しくは https://sites.google.com/human.kj.yamagata-u.ac.jp/tosugi/ 

小林 正法：記憶に関する研究として，忘却，感情記憶，外部記憶装置の利用の影響，未来

思考（未来の想像）など，健康に関する研究として，身体的健康・精神的健康，食行動など

を研究しています。 

詳しくは https://mklab.info/ 

 

 



日本学プログラム 

 

特色：「日本」について深く知りたい―では、あなたにとって「日本」とは何ですか？例えば、

日本の「文学」はいつからはじまるの？「文化」と「文学」の関係は？そんな「日本」を

知りたい人は、「日本文学」を学びましょう。日本の「ことば」について知りたいです

か？そんな人は「日本語学」を学びましょう。日本の「ことば」について知りたいけど、

さらにそれを異文化の人、外国の人に教えてみたいという人は、「日本語教育学」を学び

ましょう。「日本」について知りたいと思うけど、それだけではよくわからない、やはり

異文化や外国とも比べてみなきゃという人は、「比較文学」を学びましょう。自分の文化

やことばとして「日本」を知りたい人はもちろん、異文化として「日本」を知りたい人も

歓迎します。 

教育目標：文学、言語学の専門的な研究理論をベースに、日本文化について深く理解し、新た

な側面を探求することができる。また専門的な知識を適切に表現し、地域社会の中で活用

する力を身につけることができる。 

学べる領域：日本文学、日本語学、日本語教育学、比較文学 

 

日本文学領域の特色 

1 学習の目標：日本を中心とする文学や文化事象を、書物や作家のテクスト、雑誌、新聞な

どに立ち入って幅広く研究を行います。作家や作者だけではなく、読者や文化、社会の動

向への目配りも必要な領域です。授業では、文献を中心に調査分析の方法を学び、その成

果を発信すること、あるいは研究課題を共有して、論理的に議論する力を養います。 

2 卒論テーマ紹介：「宮澤賢治のイーハトーヴ―「北」の植民地と「昭和維新」」／「北原

白秋における「リズム」と「形式」―芸術教育思想の行方」／「北川千代研究―雑誌『若

草』を中心に」／「古今集における梅が香の表現と嗅覚への意識」／「源氏物語研究―浮

舟の「形代」性に注目して」／「説話文学に見られる閻魔王の表象―天皇像との関わりか

ら」など。 

3 卒業生の進路：教員（中学校・高校国語）、公務員、民間企業、大学院進学など。 

4 教員の研究分野： 

生田慶穂：日本古典文学、連歌、和歌、俳諧 

森岡卓司：日本近代文学、谷崎潤一郎、昭和期文芸批評、東北文学、探偵小説や幻想文学も 

5 その他：日本文学に関するテーマであれば、時代・ジャンルを問わず、研究の対象にする

ことが可能です。 

 

日本語学領域の特色 

1 学習の目標：日本語に関する専門的な知識を身につけていく中で、日本語のしくみや他の

言語との違いについて知ることができます。また日本語の変遷や社会における日本語の位

置付けについても知ることができます。日本の「国語」としての日本語に関する認識を深

め、さらに日本語母語話者以外の人にも日本語に関する知識を説明できるようになりま

す。 



2 卒論テーマ紹介：現代日本語の談話分析、役割語、古典文学作品の日本語、現代日本語方

言、他言語との対照など。具体例：「若者ことばにおける省略について」／「「痛み」に

使用されるオノマトペについて」／「現代日本語におけるカタカナ表記について」／「女

性語の使用に関する一考察 ―『怪談牡丹燈籠』を中心に―」／「『古今和歌集』におけ

る縁語の構造を知る」／「東北方言にみられる「サル形式」について ―地域別・世代別

からみた使用実態―」／「小説における日中同形語の対照」／「山形方言の文末「デシタ」

について ―地域的分布と使用年齢層―」など。 

3 卒業生の進路：教員（中学校・高校国語）、公務員、銀行員、民間企業、大学院進学など。 

4 教員の研究分野： 

中澤信幸：日本語史、日本語教育、日本漢字音と東アジア諸言語との対照研究 

渡辺文生：現代日本語の文法・談話・文章の研究 

5 その他：ことばはすべての知識の根幹です。日本を深く知るためにも、ここで自分のこと

ばとしての日本語、また第二言語（外国語）としての日本語を追求していきましょう。 

 

日本語教育学領域の特色 

1 学習の目標：第二言語教育としての日本語教育に関する専門的な知識を身につけます。日

本語や言語全般に関する知識はもちろん、日本語学習者の背景となる社会・文化・歴史に

ついても学びます。そして第二言語教育法としての日本語教授法について実践していきま

す。 

2 卒論テーマ紹介：第二言語教育としての日本語教育に必要な言語の分析、日本語教授法な

ど。具体例：「中国人日本語学習者の類語の使い分けについて ―日本語教授法にどう活

かすか―」／「在日中国人日本語学習者の非規範的日本語表現 ―習得と使用に着目して

―」／「日本語オノマトペの認識について ―日本語母語話者と学習者の対照―」など。 

3 卒業生の進路：日本語教師、民間企業、大学院進学など。 

4 教員の研究分野： 

内海由美子：日本語教育、コースデザイン、教室活動 

5 その他：日本語は世界中で学ばれています。日本語教育に関する専門的な知識を身に付け

れば、活躍の舞台は世界に広がります。日本語教育学を学んで海外に飛び出してみません

か。 

 

比較文学領域の特色 

1 学習の目標：日本と外国の間で文学あるいは文化の接触があるとき、そこにはどのような

生産的な思考や活動が生まれるのでしょうか、人類が共有する問題が各国の文学ではどの

ように表現されるのでしょうか。比較文学では、日本とヨーロッパの言語・文学・文化の

交流や移動の結果を中心に、それを実証的にたどる方法を学び、実践します。 

2 卒論テーマ紹介：広義の、二国間の文学・文化を比較する研究ならば、題材は自由です。

具体例：「中原中也のオノマトペ—ランボオ訳詩集を中心に」／「食から見る荷風のモー

パッサン受容」／「水の女・水の精霊と『魂』の問題」など。 

3 卒業生の進路：マスコミ、銀行、教員、大学院進学など。 



4 教員の研究分野： 

加藤健司：比較文学、ドイツ文学、翻訳論 

5 その他：19 世紀に生まれた比較的新しい学問分野です。郷土文学、各国文学、神話・伝説、

人類が生み出してきたあらゆるジャンルのテキストを対象に、自由に学んでいきましょう。 



文化解釈学プログラム 

 

特色；このプログラムでは、文学、芸術、哲学から映画や現代アニメまで、言葉や視覚イメージ

を通じて表現されたあらゆるタイプの作品を対象とし、これらの研究を通じて、人間の多

様な思考や感じ方について考察していきます。 

 

学問領域：芸術文化論・表象文化論・哲学 

 

芸術文化領域の特色 

① 学習の目標：美術を中心に、まず芸術活動とその産物（作品）の鑑賞方法を習得します。さ

らに個々の芸術作品を、それらがどのように制作され、どのように受け入れられたか、といっ

た歴史的見地から深く学んでいきます。スタイル（様式）や主題内容（図像）、社会との関

係（注文主や鑑賞者のあり方）などに着目しながら作品を多角的に分析することで、芸術を

学問対象として研究するためのスキルを身につけます。 

② 教員の研究分野： 

石澤 靖典：芸術文化論と表象文化論を兼任。芸術文化論では、西洋美術史を扱う。 

 

表象文化領域の特色 

① 学習の目標：映画、テレビ、アニメさらにインターネットなど、文学や美術など従来の文化

研究の枠にはおさまらない文化事象を対象とし、視聴覚メディアをふんだんに用いつつ、思

考する方法を身につけます。われわれを取り巻く言語的・視聴覚的イメージ、すなわち「表

象（representation＝再現前、上演、代表）」を、生産・流通・受容の仕組まで視野に収めつつ、

その多面性・多様性を横断的に思考できるようになることを目指します。 

② 教員の研究分野： 

大久保 清朗：表象文化論、とりわけ映画史、映画理論を中心とする映像論。研究テーマは成

瀬巳喜男監督作品。他にアニメ、漫画、小説、ネット文化、サブカルなども扱う。 

石澤 靖典：表象文化論と芸術文化論を兼任。表象文化論では、挿絵、ポスター、写真などの

視覚文化論が中心。 

柿並 良佑：表象文化論と哲学を兼任。表象文化論では主として記号論や批評理論などのツー

ルを使った文化事象（広告、音楽など）の分析を行う。 

 



哲学領域の特色 

① 学習の目標：知識、存在、言語、他者、倫理、自由、美、宗教、人間観・世界観といった、

人間と世界にとっての基本的問題について、西洋の代表的な哲学者（プラトン、アリストテ

レス、デカルト、カント、ニーチェ、ハイデガー、デリダ等）の思考に学びつつ、自分自身

の問いを発見し、探究します。また、歴史・政治・社会をめぐる現代的・学際的課題につい

て学ぶこともできます。 

② 教員の研究分野： 

柿並 良佑：現代フランス哲学。主として共同体・宗教・身体といったテーマに取り組む。 


